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会 議 録（要点筆記） 

会  議  名  令和６年度第２回米原市図書館協議会 

開 催 日 時 令和６年９月８日（日）午前10時00分～午前11時40分  

開 催 場 所  米原市立近江図書館 かたりべホール 

出席者および欠席者 出席者：久保田吉則委員、谷口恵理委員、田中理華委員、 

桑原義明委員、澤頭英子委員、横山和子委員、 

澤村貴生委員 

欠席者：河口久美子委員、西林正夫委員 

事務局：梶川図書館長、寺義主任 

議    題 協議事項 

（１）米原市立図書館サービス基本計画（第２次計画） 内部評価に

ついて 

（２）米原市子ども読書活動推進計画 次期計画の策定について 

結    論 

（決定した方針、残

された問題点、保留

事項等を記載する。）

・内部評価は事務局案のとおりとする。 

・子ども・保護者アンケートについては、質問項目は事務局案のまま

とし、実施方法について紙媒体だけではなくタブレット等の活用を検

討する。 

 ■会長挨拶 

 先日、ボランティアで小学校に読み聞かせに行きました。その翌日

には高齢者施設で紙芝居を読みました。小学生とお年寄りで年齢差は

ありますが、どちらも熱心に聞き、反応していただけるので、元気を

もらっています。本には人の心を育み、笑顔をもたらす効果があると

思います。本日の図書館協議会では、内部評価が主な議題です。委員

の皆さんが活発な意見を出してくださることが、未来の市民の笑顔に

つながると思います。よろしくお願いします。 

 

・自己紹介 

・事務局から委員数９人中７人の出席をいただいており、会議は成立

している旨を報告 

 

協議事項（１）米原市立図書館サービス基本計画（第２次計画） 内

部評価について 

１ 市民の求める資料を提供します 

■事務局 

 【米原市立図書館サービス基本計画（第２次計画）内部評価（案）】

に基づいて説明 
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■会長 

郷土資料の利用は、グループや団体での利用が多いのでしょうか。 

■事務局 

 グループとは限らず、個人で調べてくださっていることが多いで

す。 

■委員 

 地域資料の収集について、たよりやパンフレットの保存年限は決め

ていますか。 

■事務局 

市内の地域資料は永年保存します。市外のものについては、年限を

決めています。 

■委員 

民生委員のたよりなども収集していますか。 

■事務局 

 市内で発行されたものを全て収集できているわけではありません。

声かけなどさせていただき、できるだけ収集したいと考えています。 

■委員 

市民一人当たり図書館貸出冊数が増加していますが、全国の同規模

自治体と比較するとどのぐらいの多さですか。 

■事務局 

以前は全国の同規模自治体の中で１位だったときもありますが、今

は４位です。 

■会長 

 蔵書更新率の計算について、具体的な冊数を教えてください。 

■事務局 

受入冊数が6,087冊、除籍冊数が2,733冊、蔵書冊数が297,620冊で、

計算すると3.0％です。 

■会長 

選書会議を年間51回開催されたとのことですが、メンバーは誰です

か。どのようにして幅広い分野の本を選定されているのですか。 

■事務局 

選書会議は、両館の代表者として館長を含めて２人の職員が出席し

て開催しています。選書会議の前に、司書全員が自分の担当分野の選

書をします。カウンターや配架での利用状況や出版の情報などから選

ぶことで蔵書を構築しています。 

■委員 
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シビックプライドコーナーには子ども向けの本もありますか。 

■事務局 

はい。本格的な設置に向けてシビックプライドの特集展示を行って

おり、半分は子ども向けの児童書を置いています。 

■委員 

市民一人当たり図書館貸出冊数の目標値が高すぎて達成が困難で

はないかと思います。 

■会長 

市民一人当たり図書館貸出冊数は、前年度よりも増えていますが、

目標の到達度合いはまだまだです。事務局の評価を下げるか、成果と

課題の記述を加えてはどうかと思います。 

■事務局 

たしかに目標が高いです。ほかの項目を先に評価していただき、最

後に調整する形で進めていただいてもよろしいでしょうか。 

■会長 

はい。 

 

２ 誰もが安心して利用できる便利な図書館を目指します 

■委員 

インターネットからの予約件数の目標値が令和５年度の実績より

低くなっているのは、予約件数を増やさなくてもいいという判断でし

ょうか。 

■事務局 

目標値は計画策定時に設定したものです。令和５年度は目標を越え

ることができました。今後も目標を越えられるように努めます。 

■委員 

図書館利用にハンディキャップを持つ人へのサービスとして郵送

貸出は検討されていますか。県内では多くの自治体で実施されていま

す。米原市でもぜひ実施していただきたいと思います。 

■事務局 

図書館利用にハンディキャップを持つ人へのサービスについては、

まだまだできていないことがあります。郵送貸出についても検討して

いきたいと思います。 

■委員 

伊吹図書室で自治会サロンへの出張貸出をしています。山東図書館

の本も貸出していますが、高齢者施設への貸出冊数等の実績には含ま
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れていないので、実際はもう少し多くの本を利用いただいていること

になります。 

■会長 

インターネットからの予約件数が増加した実態は、利用者が増えた

のか、一人当たりの利用回数が増えたのかどちらですか。 

■事務局 

利用してくださる方が増えたのだと考えています。 

■委員 

インターネットで予約される利用者の利用傾向としては、予約した

本だけを借りられるのが多いのか、他の本も借りられるのが多いの

か、どちらですか。 

■事務局 

 予約本だけではなく、館内の棚からも合わせて借りていただくこと

が多いと思います。 

■会長 

 内部評価は、事務局案のとおり「Ｂ」でよろしいか。 

■各委員 

 全員賛成 

 

３ 子どもたちの読書活動を見守り、支援します 

■副会長 

米原市は、県の事業で早い段階から学校図書館リニューアルを行っ

てきました。リニューアル後の評価はされているのでしょうか。 

■事務局 

何年間か経過した状態を県が評価するということは聞いていませ

ん。 

■委員 

今、市立図書館の評価をしています。学校図書館でも評価があるこ

とで動機付けになるのではないでしょうか。 

■事務局 

 市立図書館は貸出冊数を増やすことを目標にしていますが、学校図

書館は利用を増やすだけではなく、授業で活用してもらうことも目指

していますので、同じようには評価は難しいと思います。 

■委員 

 学校図書館の蔵書冊数や貸出冊数などの統計を報告しています。他

の学校との比較などできるといいのかもしれません。学校図書館リニ
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ューアルで、学校図書館が明るくなり、利用も増えました。 

■会長 

 学校図書館のリニューアル支援は、どのようなことをしたのです

か。 

■副会長 

 学校図書館のリニューアルは、古い本を除籍したり、授業で使いや

すいようにレイアウトを変更したりします。学校司書や図書主任の先

生を中心に、学校の先生方や子どもたちが参加したり、市立図書館か

らも協力いただいたりします。米原市は県内でも熱心にリニューアル

していただくことができました。 

■会長 

 内部評価は、事務局案のとおり「Ｂ」でよろしいか。 

■各委員 

 全員賛成 

 

４ 市民と協働し、交流の場となる図書館を目指します 

■会長 

 実績値がコロナ禍前より増加しているので、内部評価は事務局案の

とおり「Ｂ」でよろしいか。 

■各委員 

 全員賛成 

 

５ 山東図書館・近江図書館の個性を生かしたサービスを提供します 

■委員 

 かたりべホールの学習室以外の利用状況を教えてください。 

■事務局 

 展示、コンサート、講座などで御利用いただいています。 

■委員 

 学習室は要望が多いと思うのですが、利用するときの条件はありま

すか。 

■事務局 

 学習室の利用条件はありません。自由に使っていただけます。 

■会長 

 かたりべホールの学習室利用は、一期前の図書館協議会で、来館促

進の策として発案されたものです。利用者が少ない日もあるので、周

知に力を入れてほしいです。内部評価は、事務局案のとおり「Ｂ」で
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よろしいか。 

■各委員 

 全員賛成 

 

■会長 

 「１ 市民の求める資料を提供します」に戻って、評価を決めたい

と思います。 

■委員 

 市民一人当たり図書館貸出冊数の目標値が高いので、評価の変更で

はなく目標値の変更ができないかと思いました。また、自分の読書環

境を振り返ると、電子書籍での読書が増えています。電子書籍の貸出

ができると利用が増えるのではないでしょうか。 

■事務局 

県内でも電子書籍を貸出する電子図書館を始めている自治体があ

ります。情報収集して、検討したいと思います。 

■会長 

 内部評価は、事務局案のとおり「Ｃ」でよろしいか。 

■各委員 

 全員賛成 

 

協議事項（２）米原市子ども読書活動推進計画 次期計画の策定につ

いて 

■事務局 

【第４次計画の構成などについて アンケートの方針について】に

基づいて説明 

■会長 

 アンケートの項目は前回と同じですか。 

■事務局 

 ５歳児保護者向けアンケートの「問７ 子どもの本をどのように用

意していますか」と「問11 子どもたちが本と親しくなるために力を

入れるべきこと」を追加しています。 

■委員 

 学校や園を通じてお願いするのでしょうか。 

■事務局 

 はい。小学３年生、小学５年生、中学２年生と、５歳児保護者、小

学３年生保護者、小学５年生保護者、中学２年生保護者にお願いした
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いと考えています。 

■委員 

 紙媒体ですか、タブレットですか。 

■事務局 

 紙媒体で実施しようと考えています。 

■委員 

 子どもたちはタブレットの方が答えやすいと思います。 

■委員 

 中学生もタブレットの方が朝の時間などに回答してもらいやすい

と思います。 

■事務局 

 ありがとうございます。検討します。 

 

その他 

■事務局 

 図書館協議会の視察研修について、昨年度は多賀町立図書館を訪問

させていただきましたが、今年度は子ども読書活動推進計画策定のた

めの協議に時間をいただきたいので、視察研修はなしでもよろしいで

しょうか。 

■各委員 

（異論なし） 

■事務局 

次回の図書館協議会は11月開催予定です。 

 

閉会あいさつ 

■副会長 

活発な議論をいただき、ありがとうございました。市立図書館の評

価を行う中で、成果が上がってきていることが分かりました。取組の

中に大学や他の団体などとの連携が多くありました。連携すること

で、新たな視点も得られ、利用増も見込めると思いますので、連携を

広げていただければと思います。引き続きよろしくお願いします。 

 

会議の公開・非公開

の別 

■公 開   傍聴者： ０人 

□一部公開  

□非 公 開  

 一部公開または非公開とした理由  
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（質問および発言者の委員名） 

会議録の開示・非開

示の別 

■開 示  

□一部開示（根拠法令等：                   ） 

□非 開 示（根拠法令等：                                    ） 

全部記録の有無 
会議の全部記録  □有  ■無 

録音テープ記録  □有  ■無 

担  当  課 教育部 米原市立近江図書館（内線 6540） 

 


